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調布平和を歌う合唱団が


第１回コンサートを開催





　5月24日（金）18:30～くすのきホールで「調布平和を歌う合唱団」の第1回コンサートが開かれました。「窪島誠一郎さんを迎えて　ふるさとを歌い、平和を歌う」と題したこのコンサートは、メインプログラム合唱組曲「こわしてはいけない ― 無言館を歌う」の作詞者窪島さんのトークを予定していましたが、窪島さんが体調を崩され、急遽作曲者の池辺晋一郎さんにお出で願ったり、今年は前倒しで5月開催になった「たづくりまつり」の初日と重なったり、と色いろありましたが、350人を超える入場者からご好評をいただきました。とくに伴奏者のピアニスト杉本顕子さんとお連れ合いでチューバ奏者の家中勉さんのデュオは会場を湧かせました。調狛合唱団のみなさまにも多大なご協力をいただきましたこと、厚く御礼申し上げます。


        （調布平和を歌う合唱団より）
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▼若い人の胸にすうっと入る映画





　松井監督がブックレット『不思議なクニの憲法』の冒頭第１章「憲法集会にほとんど若者がいない」で、この映画を作った動機を次のように書いています。「集会に集まった人々の年齢は高く、どのグループも団体名が書かれた旗のもとに集まっているので、どこにも属さない人がふらっと参加できる雰囲気がないのです。若者の姿がほとんどなく、参加者たちが日ごろから熱心に政治や社会活動をしている人たちに限られているように見えたのです。今の政治に不安を抱きながら、自分に何ができるだろうと考えている人々がここに参加するのは難しいだろうな…」と。この狙い通りに、この映画は若い人たちの胸にすうっと入り込むようになっていると思いました。冒頭の第１章で「声を上げる若者たち」６人を取り上げています。ギャルと呼ばれるフリーター、アイドル、高校生、ＳＥＡＬＤｓメンバーなど。


したがって内容も極めて基本的で、しかも重要なことを扱っています。特に第３章「歴史に学ぶ」はとても説得力があります。その他にもここに書ききれないほどのものがあります。


　松井さんは「はじめに」で次のようにも述べています。「権力者にとっては、政治のことなど深く考えない人が多いほど都合よく、投票率の低い方が政策をスムーズに進めやすい。････つまり、私たちが政府から馬鹿にされている状態で、これは何とも耐えがたい屈辱です。」と。「深く考えない人」を少しでも減らすためにこの映画を広めましょう！


　（狛江市・小俣三郎）





▼自衛隊の町の複雑さを実感





　私はこの映画今回で２度目です。友人の実家がかつてあった北海道新千歳での体験ではまさに自衛隊の町を実感。ここで生計を立てている母娘の会話はリアルでした。母は息子を娘は弟を想う、生命の扱われ方についてなかなか複雑なものがある、と思いました。友人は同級生に自衛隊の上級幹部の子どもさんがいて、その父上が転勤していくとき音楽隊の演奏に送られて離任したそう。早大の長谷部さん、自民党側を擁護してほしいという思惑とは真逆の立場になり、この記録が映画に残っているのは貴重だと思いました。（下石原・蒲生明子）





▼よい映画でした





　たいへんよい映画でした。話のテンポが早く、マゴマゴしましたが。（下石原・荒井秀男）





▼憲法の誕生は奇跡





　改めて、日本国憲法が第二次大戦と朝鮮戦争の間に生まれたことを奇跡のように思いました。戦後から小泉首相に至るまでの政治の歴史の部分は、少し簡略しすぎて難しかったです。改めて勉強しないといけないですね。「不断の努力」は重いですが、平和な日本、一人ひとりが大切にされる日本であるためにがんばらないと、と思います。観たいと思っていた映画なので、企画していただきありがとうございました。（西つつじヶ丘・大石美夏）





▼無記名の感想文





　◆憲法学習を仲間とやっています。自分たちのものとして憲法を使いきっているか、いつも生活の中で考えています◆とても良かったです。憲法の良さがよくわかり、守っていかなければと思いました◆良い内容でした。憲法は知っているつもりでしたが、みなさまのいろいろなご意見をうかがい、もう一度勉強したいと強く思いました。良い映画でした◆憲法カフェのようなイベントに参加してみたくなりました。子連れでの参加希望です。





第１４７回（６月）例会　参加費300円


軍事基地建設による沖縄の生物多様性･住民生活への脅威


お話:花輪 伸一さん


6月22日(土)13:30～ 於：教育会館201室





第１４８回（７月）例会　参加費300円


天皇の代替わりと教育


お話：岩本 努さん（憲法ひろば世話人）


7月28日(日)13:30～　於:あくろすホール





第１４９回（９月）ロングラン例会


選挙後の情勢について（仮題）


お話：高田 健さん　参加費300円


9月14日(土)14:00～会場は手配中
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第170号（２面）2019年６月１日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





　調布｢憲法ひろば｣、深大寺９条の会、ママの会、戦争はいやだ調布市民の会、社保協、土建調布支部、新婦人、年金者組合など多様な運動に関わる市民が実行委員会をつくって準備した「くらしをカエル政治をカエル ５･18調布市民大集会」は、著しく混み合う日程の中２７０人が参加。立憲民主党の山花郁夫衆院議員、日本共産党の山添拓参院議員の参加も得て「市民と野党の力を合わせて安倍政権の改憲と大軍拡・大増税阻止、強行採決政治を終わらせよう」と決意を固めました。








